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すこやかすこやか

小国っ子小国っ子小国っ子
シリーズシリーズ 1

　4月11日、町民総合体育館を会場に、平成21年度小国町ス
ポーツ少年団入団式が行われ、220名の児童が参加しました。
　入団式終了後には、毎年恒例の体力テスト。指導者が見守る
なか、必死に記録を伸ばそうとする子供達の姿が印象的でした。
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新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
は
、

東
北
中
央
自
動
車
道
と
日
本
海

沿
岸
東
北
自
動
車
道
に
連
結
し
、

日
本
海
側
の
新
潟
都
市
圏
と
太

平
洋
側
の
仙
台
都
市
圏
を
最
短

距
離
で
結
び
ま
す
。
本
道
路
は
、

平
成
六
年
十
二
月
に
計
画
路
線

に
指
定
さ
れ
た
「
地
域
高
規
格

道
路
（
※
）
」
で
、
新
潟
県
村
上
市

（
旧
荒
川
町
）
と
高
畠
町
を
結
び
、

小
国
町
を
横
断
す
る
形
で
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
区
間
（
約

八
〇
㎞
）
が
開
通
す
る
と
、
南

陽
市
か
ら
村
上
市
（
旧
荒
川
町
）

ま
で
を
約
一
時
間
で
、
新
潟
都

市
圏
と
仙
台
都
市
圏
を
約
二
時

間
二
〇
分
で
結
び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
高
規
格
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
沿
線
地
域

の
多
様
な
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
道
路
環
境
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た

物
流
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、

企
業
等
の
産
業
経
済
活
動
の
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
文
化
交

流
や
観
光
産
業
に
お
い
て
も
、

平成18年2月14日
小国町大字沼沢地内で発生した雪崩
14：54に全面通行止め、18：40に片側交互通行となりました。

平成18年2月14日
小国町大字沼沢地内で発生した雪崩
14：54に全面通行止め、18：40に片側交互通行となりました。

潟
都
市
圏
と
仙
台
都
市
圏
を
最
短
で
連
絡
す
る
「
新

潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
」。
そ
の
一
部
区
間
で
あ
る

「
荒
川
道
路
」
と
「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
の
供
用
が
開
始
さ
れ

る
一
方
で
、「
鷹
ノ
巣
道
路
」
は
、
工
事
の
一
時
凍
結
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
（
会
長 

小
国
町
長 

小
野
精
一
）
で
は
、
事
業
再
開

を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
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利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
が
増
加
す
る
な
ど
、

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
山
形
県
側
で
は
、
平
成
二
十

一
年
三
月
二
十
七
日
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ

て
き
た
「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」（
全

長
七･

二
㎞
）
の
全
区
間
の
供
用

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
起
点
と
な
る
南
陽
市
大

字
竹
原
か
ら
終
点
と
な
る
高
畠

町
深
沼
ま
で
の
所
要
時
間
は
、

普
通
車
で
約
八
分
の
短
縮
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
利

便
性
が
高
ま
る
こ
と
に
加
え
、

救
急
搬
送
時
間
も
短
縮
さ
れ
、

緊
急
時
に
も
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
側
で
は
、
平

成
二
十
一
年
三
月
二
十
一
日
、

日
本
海
東
北
自
動
車
道
荒
川
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
に

接
続
さ
れ
る
「
荒
川
道
路
」（
全

長
三･

六
㎞
）
の
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日

本
海
東
北
自
動
車
道
中
条
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
荒
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
が
開

通
し
た
場
合
、
関
川
村
内
か
ら

新
潟
市
ま
で
の
所
要
時
間
は
、

約
九
分
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
日
本
海
東
北

自
動
車
道
の
荒
川
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
は
、
二
〇
〇

九
年
新
潟
国
体
ま
で
の
供
用
を

目
指
し
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
二
区
間
で
供
用
が
始

ま
っ
た
も
の
の
、
計
画
延
長
八

〇
㎞
の
約
十
二
％
に
過
ぎ
ず
、

早
期
の
全
線
開
通
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、

国
土
交
通
省
は
、
建
設
中
の
直

轄
国
道
な
ど
六
百
十
七
路
線
の

う
ち
、
費
用
便
益
比
（
走
行
時

間
短
縮
、
走
行
経
費
減
少
、
交

通
事
故
減
少
の
三
便
益
を
も
と

に
算
出
）
が
１
に
満
た
な
い
十

八
路
線
の
事
業
の
一
時
凍
結
を

※地域高規格道路
　地域高規格道路は、全国的な高規格幹線道路と連携して、地

域の連携による地域集積圏（1時間生活圏）の形成、地域集積

圏相互の交流の促進を図るとともに、空港･港湾等の広域交流

拠点や地域開発拠点等との連結性を高めるための道路です。自

動車専用道路と同等の機能を有し、沿道や交通の状況に応じて

60～80kmの高速サービスを提供する道路です。

113

113

赤湯バイパス L=7.2km

供用区間 L=1.2km

調査区間 L=12km

調査区間 L=約7km

荒川道路 L=3.6km

鷹ノ巣道路 L=3.8km

新潟県 L=30km 山形県 L=50km

南陽高畠IC

荒川IC
（仮称）

高畠町川西町

山形県新潟県

新潟山形南部連絡道路　計画路線 L=80km

飯豊町

長井市

小国町関川村

荒川町

南陽市

日
本
海
沿
岸

　
東
北
自
動
車
道

東
北
中
央
自
動
車
道

整備が進む荒川 IC 付近

供用が開始された赤湯バイパス

■新潟山形南部連絡道路路線図
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公
表
し
ま
し
た
。
国
道
１
１
３

号
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
は
、
費
用

便
益
比
が
〇
・
五
八
と
の
点
検

結
果
を
受
け
、
事
業
の
一
時
凍

結
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
は
、

地
域
高
規
格
道
路
「
新
潟
山
形

南
部
連
絡
道
路
」
の
一
部
を
担
い
、

新
潟
、
山
形
を
連
結
し
、
東
北

中
央
自
動
車
道
や
日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
等
の
高
規
格
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
交
通

軸
の
強
化
に
よ
り
南
東
北
全
域

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
必

要
不
可
欠
な
路
線
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
今
後
、
国
で
は
、
一
時
凍
結

路
線
の
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
再

度
事
業
内
容
の
検
討
を
行
い
、

再
評
価
を
実
施
し
て
事
業
継
続

の
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
国
道
１
１
３
号
は
、
災
害
に

弱
い
道
路
で
す
。
昭
和
四
十
二

年
の
羽
越
水
害
は
、
山
形
県
南

部
か
ら
新
潟
県
下
越
地
方
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
、

小
国
町
や
関
川
村
は
文
字
ど
お

り
「
陸
の
孤
島
」
と
化
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
平
成
十
八
年
二
月

十
四
日
に
、
弁
当
沢
ト
ン
ネ
ル

付
近
に
お
い
て
雪
崩
が
発
生
し
、

二
時
間
半
以
上
に
わ
た
り
、
全

面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す

　
路
線
の
多
く
は
、
山
間
部
に

位
置
す
る
箇
所
が
多
く
、
地
形

が
急
峻
で
あ
る
こ
と
、
現
道
部

分
の
幅
員
が
狭
小
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
宿
命
的
に
道
路
の
線
形

　小国分署の平成 20 年救急搬送件数は、

250件で、うち46件は公立置賜総合病院に

搬送となりました。公立置賜総合病院までは、

国道113号線を利用しての搬送となりますが、

カーブや凹凸の少ない地域高規格道路ができ

れば、搬送時間の短縮だけではなく、患者に

与える負担も軽減できるものと期待できます。

　また、交通事故や脳梗塞、心筋梗塞などの

救急患者は、一刻も早く専門的治療が可能な

医療機関に搬送することができれば、救命率

は向上し、治療後の回復も早いです。新潟山

形南部連絡道路が開通すれば、確実に地域住

民の命を守ることにつながります。

　さらに、災害発生時の対応として、防災ヘ

リ、救急ヘリもありますが、基本は車両です。

広く連携して、より速く、より安全に援助活

動を行うには、新潟山形南部連絡道路の早期

実現が必要です。

西置賜行政組合消防署　小国分署

　救急救命士　消防指令　宮 澤 孝 雄 氏

昭和42年8月28日　羽越水害

平成18年2月14日　雪崩の除雪作業
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が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
交
通
事

故
の
発
生
、
冬
期
間
の
通
行
障

害
等
が
発
生
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
小
国
町
に
は
、
現
在
、
人
工

透
析
や
お
産
が
で
き
る
病
院
が

な
い
た
め
、
町
外
へ
の
迂
回
路

が
な
い
国
道
１
１
３
号
が
遮
断

さ
れ
れ
ば
、
生
命
に
関
わ
る
重

大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

救
急
医
療
に
お
い
て
も
、
患
者

搬
送
時
間
は
、
１
分
１
秒
が
生

死
を
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新
潟

山
形
南
部
連
絡
道
路
の
開
通
は
、

新
潟
県
、
沿
線
住
民
の
命
を
守

る
道
路
と
し
て
の
役
割
も
大
き

い
の
で
す
。

　
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の

建
設
促
進
は
、
い
ず
れ
の
区
間

と
も
新
潟
県
の
み
な
ら
ず
山
形

県
発
展
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
事
業
で
す
。

　
今
回
の
よ
う
に
、
費
用
便
益

比
と
い
う
観
点
の
み
で
、
事
業

継
続
の
可
否
を
決
定
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
都
市
部
と
地
方
と

の
道
路
整
備
の
格
差
に
つ
な
が

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「
鷹
ノ
巣
道
路
」
の
一
時
事
業

凍
結
を
受
け
て
、
新
潟
山
形
南

部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
（
※
）
で
は
、
各
関
係
機
関
に

対
し
、
一
時
凍
結
解
除
に
向
け

た
緊
急
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
二
十
三
日
に
行

わ
れ
た
第
三
回
臨
時
議
会
に
お

い
て
、「
国
道
１
１
３
号
鷹
ノ
巣

道
路
の
整
備
促
進
に
関
す
る
意

見
書
」
の
提
出
が
発
議
、
可
決

さ
れ
る
な
ど
、
事
業
評
価
見
直

し
に
対
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会

会長　小国町長　小 野 精 一

鷹ノ巣道路建設予定地。2 本の橋脚の工事がストップしています。（関川村大字沼）

　
平
成
五
年
に
山
形
県
置
賜
地
方
と
新
潟
県
下
越
地
方
の
沿

線
自
治
体
と
商
工
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
新
潟
山
形
南
部
連

絡
道
路
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
、

二
年
に
一
度
の
住
民
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
圏
域
住
民
を

含
め
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

※
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

　
　
　
　
　
　
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
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小
国
町
議
会
の
第
三
回
臨
時
議

会
が
、
四
月
二
十
三
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
四
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
下
の
雇
用
・
経
済
情
勢
へ
の

対
応
と
し
て
、
雇
用
機
会
を
創
出

す
る
た
め
の
民
間
事
業
者
等
に
対

す
る
委
託
料
及
び
交
流
居
住
推
進

事
業
受
入
れ
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用

な
ど
を
措
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
補
正
額
は
、
一
千
二
百
九
十

万
円
の
追
加
と
な
り
、
予
算
総
額

は
五
十
二
億
七
千
二
百
九
十
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
度
老
人
保

健
特
別
会
計
に
お
い
て
、
医
療
給

付
費
に
か
か
る
国
庫
負
担
金
の
交

付
額
が
、
給
付
実
績
の
交
付
基
準

額
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
一
年
度
の
歳
入
を
平
成

二
十
年
度
の
不
足
額
に
繰
り
上
げ

て
充
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
町
税
条
例
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
改
正
の
内
容
は
、
①
個
人
住
民

税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
者
が
、
平
成
二
十
一
年
か

ら
二
十
五
年
ま
で
の
間
に
新
築
等

を
行
っ
た
場
合
、
当
該
年
分
の
所

得
税
か
ら
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
額
を
差
し
引
き
、
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
の
住

民
税
か
ら
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
②
土
地
等

の
譲
渡
所
得
に
係
る
特
例
措
置
の

見
直
し
が
な
さ
れ
、
平
成
二
十
一

年
、
二
十
二
年
に
取
得
す
る
土
地

を
五
年
超
所
有
し
て
譲
渡
す
る
際

の
譲
渡
益
に
つ
い
て
、
一
千
万
円

の
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

③
評
価
額
が
下
落
傾
向
を
示
し
て

い
る
全
国
的
な
地
価
の
変
動
を
踏

ま
え
、
土
地
の
固
定
資
産
税
に
係

る
負
担
調
整
措
置
を
継
続
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
併

せ
、
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　
改
正
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
二
割
減
額
の
対
象
と
な
る

納
税
義
務
者
の
用
件
の
見
直
し
並

び
に
国
民
健
康
保
険
税
の
介
護
給

付
金
に
係
る
課
税
限
度
額
の
見
直

し
（
現
行
九
万
円
か
ら
十
万
円
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
議
会
で
決
ま
っ
た
各

委
員
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（ 

◎ 

委
員
長
　
○ 

副
委
員
長 

）

■
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
遠
藤
　
和
彦
　
　
飯
沢
　
テ
ツ

　
安
部
　
春
美
　
　
佐
藤
　
祐
一

　
本
間
　
義
信
　
　
金
　
熊
太
郎

■
文
教
産
建
常
任
委
員
会

　
小
林
　
　
嘉
　
　
高
野
　
健
人

　
齋
藤
　
英
洋
　
　
伊
藤
　
重
広

　
今
　
　
正
徳
　
　
米
野
　
貞
雄

　■
議
会
運
営
委
員
会

　
安
部
　
春
美
　
　
齋
藤
　
英
洋

　
佐
藤
　
祐
一
　
　
伊
藤
　
重
広

　
今
　
　
正
徳

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
飯
沢
　
テ
ツ
　
○
遠
藤
　
和
彦

　
小
林
　
　
嘉
　
　
佐
藤
　
祐
一

　　
な
お
、
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
、

文
教
産
建
常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
は
、
五
月
一
日
の
任
期

開
始
以
後
に
委
員
長
・
副
委
員
長

が
選
任
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
議
会

広
報
特
別
委
員
会
の
任
期
は
四
月

二
十
三
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

4.23
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■
対
象
者

　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在

で
、
六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金

等
の
受
給
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

●
公
的
年
金
等
の
給
付
金
額
が
年

額
十
八
万
円
未
満
の
方

●
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が

公
的
年
金
等
の
給
付
金
額
の

年
額
を
超
え
る
方

●
当
該
年
度
の
一
月
一
日
に
小
国

町
に
住
民
登
録
が
な
い
方
（
一

月
一
日
以
後
に
転
出
し
た
方

は
転
出
後
よ
り
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。）

●
介
護
保
険
料
を
普
通
徴
収
（
納

付
書
又
は
口
座
振
替
に
よ
る

個
人
納
付
） 

で
納
め
て
い
る
方

■
対
象
税
額

　
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
老
齢

福
祉
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
所

得
に
係
る
住
民
税
の
所
得
割
額
及

び
均
等
割
額
が
対
象
で
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る

方
の
場
合
は
、
普
通
徴
収
（
給

与
所
得
は
原
則
、
給
与
か
ら

の
特
別
徴
収
）
で
別
途
納
税

通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
時
期

　
平
成
二
十
一
年
十
月
支
給
の
公

的
年
金
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
現
在
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
お
り
、
住
民
税
を
納
税
す
る
義
務
の

あ
る
方
に
は
、
年
四
回
、
役
場
や
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
き
、
住
民

税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

年
金
を
支
給
す
る
年
金
保
険
者
が
住
民
税
を
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
、

町
へ
直
接
納
入
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
納
税
の
手
間
が
省
か
れ
る

と
と
も
に
、
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（例）住民税の年税額が6万円（年金所得のみ）の場合

●これまでの納め方

納付書で納める�（普通徴収）

月

税 額

算 出 方 法

6月

1万5千円

1/4

8月

1万5千円

1/4

10月

1万5千円

1/4

1月

1万5千円

1/4

★年税額の1/4ずつ納付書で納めていただいていました。

●平成22年度以降の納め方

年金から引き落とし（特別徴収）

月

税 額

算 出 方 法

4月

1万円

6月

1万円

8月

1万円

10月

1万円

12月

1万円

2月

1万円

★4月・6月・8月は、前年度の2月の税額と同額を引き落とします。10月・12月・2月は、
年税額から4月・6月・8月の税額を差し引いた残りの税額を引き落とします。

●平成21年度の納め方

年金から引き落とし�
（特別徴収）

納付書で納める
�（普通徴収）

月

税 額

算 出 方 法

6月

1万5千円

1/4

8月

1万5千円

1/4

10月

1万円

1/6

12月

1万円

1/6

2月

1万円

1/6

★6月と8月は年税額の1/4ずつをこれまでどおり納付書で納めていただきます。10月・
12月・2月は年税額の1/6ずつを引き落とします。

前年度2月と同じ額 22年度の年税額の残りの1/3ずつ

※
特
別
徴
収
制
度
と
は

　
年
金
保
険
者
が
、
住
民

税
を
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
て
、
市
区
町
村
へ
直
接

納
入
す
る
こ
と
で
す
。

特別徴収の方法
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■
小
国
町
で
は
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
な
か

で
、
妊
娠
・
出
産
等
に
要
す
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心

し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
、「
出
産
支
援
金
」
を
支
給

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
対
　
象

　
四
月
一
日
以
降
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、

申
請
時
に
小
国
町
に
住
所
の

あ
る
か
た

■
出
産
支
援
金
の
額

　
妊
婦
一
人
に
対
し
て
五
万
円

■
申
請
の
手
続
き

①
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
か
ら
三
十
日
以
内

に
「
出
産
支
援
金
支
給
申

請
書
（
様
式
第
一
号
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
町
か
ら
、「
決
定
通
知
」
が

届
き
ま
す
。

③
支
給
の
決
定
が
あ
っ
た
日

か
ら
三
十
日
以
内
に
申
請

し
た
金
融
機
関
の
口
座
に

五
万
円
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
※
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
へ

　
小
国
町
で
は
、
妊
娠
中
の
定
期

健
診
に
か
か
る
費
用
を
次
の
と
お

り
公
費
負
担
し
て
い
ま
す
。

※
定
期
健
診
　
妊
娠
二
十
三
週
ま

で
▼
四
週
に
一
回
、
妊
娠
二

十
四
週
〜
三
十
五
週
ま
で
▼

二
週
に
一
回
、
妊
娠
三
十
六

週
か
ら
▼
一
週
に
一
回

■
対
　
象

　
小
国
町
に
住
所
の
あ
る
か
た

■
公
費
負
担
回
数

　
全
十
四
回
（
妊
娠
十
二
週

前
後
か
ら
、
四
十
週
前
後
の

健
診
）

■
上
限
額

　
初
回
一
万
円
、
二
回
目
以

降
（
各
回
）
五
千
円

■
手
続
き

　
県
内
の
医
療
機
関
等
で
受

診
す
る
場
合
は
、『
妊
婦
健
康

診
査
受
診
票
』
を
交
付
し
ま
す
。

県
外
の
医
療
機
関
等
で
受
診

す
る
場
合
は
、『
妊
婦
健
康
診

査
費
助
成
金
』
を
交
付
し
ま
す
。

　
※
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
へ

　
本
年
四
月
一
日
よ
り
小
国
町
消

防
団
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
東
正
明

で
す
。

　
私
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一

日
に
小
国
町
消
防
団
員
と
し
て
入

団
し
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
よ

り
副
団
長
と
し
て
前
団
長
の
サ
ポ

ー
ト
役
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
小
国
町
防
災
の
要
と
し
て

の
役
割
を
十
分
自
覚
し
、
火
災
を

含
め
た
各
種
災
害
か
ら
町
民
の
皆

様
を
守
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
小
国
町
消
防
団
は
体
制
を
新
た

に
す
る
わ
け
で
す
が
、
伝
統
あ
る

小
国
町
消
防
団
の
各
種
事
業
等
を

継
承
し
、
各
種
災
害
に
立
ち
向
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
は
今
ま
で
以
上
の
ご
協
力

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
四
月
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
町
防
犯
協
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
や
警
察
関
係
者
な
ど
八
十
五

人
が
参
加
出
席
し
た
総
会
で
は
、

防
犯
協
会
会
長
の
町
長
か
ら
、
各

地
域
の
代
表
者
に
委
嘱
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

暗
が
り
な
ど
危
険
箇
所
へ
の
防
犯

灯
の
設
置
や
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

小
国
町
出
産
支
援
事
業

妊
婦
健
診
助
成
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

新
消
防
団
長
に
聞
く

防
犯
協
会
総
会
が
開
催

さ
ん

東 
 

正 

明



佐野友莉那さん（写真右）

今　那月さん（写真中央）
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こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
で

総
務
大
臣
か
ら
緑
町
の
齋
藤
恒
助

さ
ん
が
当
町
担
当
の
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
機
関
、

独
立
法
人
、
特
殊
法
人
の
事
業
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
役
所
の
業
務
に
対

す
る
苦
情
、
要
望
、
意
見
等
の
相

談
を
住
民
の
皆
様
よ
り
受
付
、
間

に
立
っ
て
、
相
手
機
関
の
自
主
的

な
改
善
が
促
さ
れ
る
よ
う
働
き
か

け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
な
か
で
、
役
所
が
関
係

し
て
い
る
か
不
明
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に

�
　
齋
藤 

恒
助
さ
ん

　
町
立
病
院
内
科
に
熊
澤
豊
先
生

が
就
任
し
、
四
月
か
ら
診
療
に
あ

た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
天
童
市
出
身
の
熊
澤
先
生
は
、

山
形
大
学
を
卒
業
後
、
三
友
堂
病

院
、
県
立
新
庄
病
院
、
置
賜
総
合

病
院
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

　「
健
や
か
な
生
活
を
営
む
に
は
、

日
常
の
健
康
管
理
に
加
え
て
、
定

期
的
な
健
診
が
必
要
で
す
。
や
は

り
大
切
な
こ
と
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
す
。
診
察
に
あ
た
っ

て
は
、
患
者
さ
ん
の
自
己
管
理
意

識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
、
一

人
ひ
と
り
の
健
康
を
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

町
立
病
院
内
科
に

�

　
熊 

澤
　
豊
先
生

　4月2日、米ロサンゼルス市内のベニス高

校へ短期留学してきた小国高校（齋藤裕司校

長）3年の佐野友莉那さん、今那月さんが町

長を訪れ、成果を報告しました。

　佐野さんは、「留学先では、生徒同士の会

話に入っていけない辛さがありましたが、身

振り手ぶりでコミュニケーションをとってい

くうちに徐々に慣れてきました。この経験を

生かし、将来は大学へ進学したい」、今さんは、

「ホストファミリーが日系人だったので、英

語のほか、日本語での会話もできました。ベ

ニス高校の生徒と仲良くなり、帰国後もメー

ルでやりとりをしています。みなさんのおか

げで、貴重な経験をすることができました。

ありがとうございました」と振り返りました。

小国高校  短期留学報告小国高校  短期留学報告小国高校  短期留学報告小国高校  短期留学報告 3/14~283/14~28
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白い森発

今年も来たよ！ こがね花回廊号
　4月4日と5日の両日、「やまがた花回廊キ
ャンペーン」の一環として、「こがね花回廊号」
が小国にやってきました。
　ＪＲ小国駅に停車した午前11時18分からの
37分間、沿線の観光協会や町内の地恵農環の
会による物産市が行われ、多くの町民や観光
客らで賑わっていました。アトラクションでは、
町からは熊とマタギ、関川村からは大蛇が登
場し、見学に訪れた子どもたちが喜んで記念
撮影などをしていました。

もっと多くの方に ～小渡のミズバショウ群生地を整備～

　町の天然記念物に指定されている小渡のミ
ズバショウ群生地周辺の環境整備が4月8日に
行われました。
　この作業は、付近の事業主で組織する柳会（今
正敏会長）が中心となり、ミズバショウの魅力
を高めていこうと、周辺の杉の伐採や下草の
刈り払い、案内看板の設置などに取り組み、７
年目を迎えたものです。
　会長の今さんは、「より多くの方に、ミズバ
ショウ群生地の魅力を知っていただきたい」と
話されました。

鯉のぼりできたよ～！ あそびの広場
　4月21日、健康管理センターを会場に「あ
そびの広場」が開催されました。
　これは、子育て支援センターが、0歳から入
園前の子どもとお家のかたを対象として、毎
週火曜日に開催しているものです。
　この日の参加親子は21組。あらかじめ準備
された鯉の型紙に、目玉を貼って、鱗を貼って、
色とりどりの鯉のぼりを製作していました。

賑わいを見せる JR 小国駅

ミズバショウ群生地の看板設置作業

夢中で鯉のぼりづくり
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白い森発

4/194/19 お花見で★おも白い森
　4月19日、ショッピングモールエ
コー周辺を会場として、おも白い森
主催の「お花見で☆おも白い森」
が開催されました。このイベントは、
今回で5回目の開催となります。
　正午からのスタートにあわせ、町
内の団体による相撲甚句や、よさこ
いソーラン等のパフォーマンスが披
露されるとともに、五穀の会などに
よる物産販売も行われました。
　また、今回初めての設置となった
「むかし遊び広場」では、将棋や竹馬、
花札など昭和時代によく遊んだ遊び
が用意され、親子で楽しんでいる姿
が見られました。
　咲き誇る桜のもと、子どもからお
年寄りまで、大勢のかたがたが春の
ひと時を楽しんでいました。

満開の桜並木に、大勢のかたがたが訪れました。

息のあった演舞！ 母ちゃんソーランさくら 駄菓子屋風の物販コーナー

　
お
も
白
い
森
は
、「
小
国
を

楽
し
く
、
お
も
し
ろ
く
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
二
十
歳

か
ら
三
十
七
歳
ま
で
の
若
者
で

結
成
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
平

成
十
七
年
の
設
立
当
初
は
、
主

に
若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
展
開
し
、
小
国
を
も
っ
と
元

気
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
賛
同
し
て
く
れ
る

方
々
と
一
緒
に
、
小
国
を
盛

り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
も
白
い
森
代
表

〜
み
ん
な
が
楽
し
め
る

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
を
〜

さ
ん

本

間

義

人
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Ａ
コ
ー
ス
（
温
身
平
）

■
日
　
時
　
６
月
27
日
㈯

■
内
　
容
　
温
身
平
の
森
林
浴

　
梅
花
皮
荘
入
浴

Ｂ
コ
ー
ス
（
西
吾
妻
）

■
日
　
時
　
７
月
11
日
㈯

■
内
　
容
　
西
吾
妻
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
高
山
植
物
観
賞

■
参
加
費
　
各
コ
ー
ス
三
千
円

■
定
　
員
　
各
コ
ー
ス
二
十
名

■
申
込
期
間

　
６
月
１
日
㈪
〜
６
月
12
日
㈮

■
申
込
先
　
置
賜
森
林
管
理
署

　（
℡
62-

２
２
４
６
）へ

■
稽
古
日
　
毎
週
火
曜
日
（
第
一
・

第
三
火
曜
は
午
後
七
時
〜
、

第
二
・
第
四
火
曜
は
午
前
十

時
〜
）

■
会
　
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
　
無
料

■
対
　
象
　
小
学
生
以
上
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
問
合
先
　
吟
礼
会
　
佐
藤

　（
℡
62-

３
４
７
１
）へ

　
町
で
は
、
小
国
産
材
を
使
用
し

て
住
宅
建
築
す
る
か
た
に
、
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
要
件
　

①
町
内
の
製
材
業
者
か
ら
納
入

さ
れ
た
木
材
製
品
を
使
用
す

る
住
宅
、
又
は
、
町
外
の
製

材
業
者
か
ら
納
入
さ
れ
た
木

材
製
品
を
使
用
し
町
内
業
者

が
施
工
す
る
住
宅

②
新
築
又
は
増
改
築
す
る
住
宅
で
、

助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
か
た
が
住
居
専
用
と

し
て
使
用
す
る
住
宅

■
助
成
金
額
　
使
用
す
る
木
材
製

品
の
二
十
％ (

上
限
五
十
万
円)

以
内
。

■
申
請
方
法
　
所
定
の
様
式
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
へ

■
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　
２
Ｋ
　
１
戸
　

　
家
賃
三
万
三
千
円

■
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅

　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
戸
　

　
家
賃
四
万
二
千
円

■
敷
　
金
　
家
賃
の
三
ヶ
月
分

■
募
集
期
限
　
５
月
13
日
㈬

■
入
居
時
期
　
５
月
下
旬
以
降

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
へ

　
五
月
は
、
冬
期
間
料
金
の
精
算

月
で
す
。
五
月
上
旬
に
実
施
す
る

検
針
に
よ
り
、
冬
期
間
の
料
金
が

精
算
さ
れ
ま
す
。

　
精
算
結
果
に
つ
い
て
は
、「
精

算
の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
五
月
中

旬
に
使
用
者
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
追
加
請
求
の
あ
る
か
た
に
は
、

五
月
分
と
し
て
請
求
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
ま
た
、
返
金
が
必
要
な
か

た
に
は
別
途
通
知
に
よ
り
六
月
以

降
に
返
金
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
へ

　
各
地
域
や
団
体
の
か
た
が
た
か

ら
身
近
な
課
題
な
ど
を
お
聴
き
し
、

町
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

す
る
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
団
体

　
各
地
区
の
自
治
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

団
体
な
ど
、
町
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
加
す
る
団
体

■
開
催
方
法

①
開
催
希
望
団
体
か
ら
、
希
望

す
る
日
時
、
懇
談
会
に
提
出

す
る
テ
ー
マ
な
ど
を
明
記
し

た
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
き
、

日
程
な
ど
の
調
整
を
行
っ
た

う
え
で
開
催
し
ま
す
。

②
懇
談
会
に
は
、
町
長
、
副
町

長
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
に
関
係

す
る
担
当
課
長
な
ど
が
出
席

し
ま
す
。

③
会
場
の
設
定
、
進
行
は
各
団

体
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
総
務
企
画
課
へ
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皆さんの声をお寄せください。
今月の町長と語る日は 5 月28日（木）です。お気軽においでください。

町長室専用メール e-mail shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 町長室専用FAX FAX.0238（62）2611

■日　時　５月20日㈬
　　　　　受付 10:30～14:30
　　　　　相談 11:00～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

■日　時　５月22日㈮ 10:00～12:00
　　　　　６月 2 日㈫ 10:00～14:00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課へ

■日　時　5月23日㈯
　　　　　10:00～12:00
■場　所　総合センター
■対応者　町行政相談委員
■問合先　町民課へ

■日　時　６月２日㈫

　　　　　10:00～15:00
■場　所　総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■その他　事前に申込が必要です。

希望するかたは、５月27日㈬まで
申し込んでください。

■問合先　町民課へ

　特定健康診査を兼ねた検査項目でメタボリ
ックシンドロームの予防・解消と、骨密度検
査や各種ガン検査も取り入れた標準的な健康
診断を実施します。

■実施予定日（5月～7月分） ※8月以降も実施します。

5月　計6回
14日㈭、18日㈪、22日㈮、25日㈪、28日㈭
29日㈮
6月　計11回
1日㈪、5日㈮、8日㈪、11日㈭、12日㈮、15日㈪
19日㈮、22日㈪、25日㈭、26日㈮、29日㈪
7月　計10回
3日㈮、6日㈪、9日㈭、10日㈮、13日㈪、17日㈮
23日㈭、24日㈮、27日㈪、31日㈮

■時　間　受付 7:45～

■対　象　どなたでも気軽に受診できます。

■検査項目　診察・血圧・身体計測、聴力検査、
生化学検査、血糖検査、尿検査、
貧血検査、心電図検査、眼底検査、
胸部検査、大腸検査、腎機能検査、
骨密度検査、胃検査、その他

■費　用　自己負担額１万円
※特定健診を兼ねる場合、お持ち

の保険証によって自己負担額が
異なります。

■申　込　実施予定日の10日前まで

■問合先　町立病院へ

■請求件数　　　　　　　　　1件
　内訳　全部公開　　　　　　1件
　　　　部分公開　　　　　　0件
　　　　非公開　　　　　　　0件

内訳　　町
　教育委員会
　選挙管理委員会
　監査委員
　農業委員会
　固定資産評価審査委員会
　議会

450件
38件
19件
12件
16件
1件
2件

（個人情報登録件数538件）（平成20年度分）
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● ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
● 携 帯 電 話 向 け サ イ ト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
● 総合センター（教育委員会事務局） 362－2141　● 小国町健康管理センター（健康福祉課） 361－1000
● 子育て支援センター 362－2330　● 町民体育館 362－5421　● 町立病院 361－1111　● 老人保健施設 361－1200
● 癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

★ 
あ
そ
び
の
広
場 

★

■
日
　
程
　
５
月
12
日
、
19
日
、

26
日 
子
育
て
講
座
「
親
子
歯

科
教
室
」、
６
月
２
日

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

な
か
よ
し
広
場 

★

■
日
程
と
場
所

　
５
月
７
日
、
21
日

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
５
月
14
日
、
28
日

　
　
お
ぐ
に
保
育
園

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド 

★

■
日
　
時
　
５
月
16
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
場
　
所
　
梅
花
皮
荘
周
辺

■
内
　
容
　
梅
花
皮
荘
周
辺
の
散

策
と
春
探
し

■
申
込
期
限
　
５
月
14
日
㈭

■
問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

●新着図書
◆顔（FACE）

◆戸村飯店 青春100連発

◆男道

◆直江兼続と関ヶ原の義将たち

◆ケニア！彼らはなぜ速いのか

◆読めないとバカにされる漢字1500

◆私の失敗Ⅲ

◆ふまじめ介護

◆ステロイド薬がわかる本

◆子どものための世界文学の森

●休館日…毎週月曜日
　　　　　5月3日、4日、5日、6日

横山　秀夫
瀬尾まいこ
清原　和博

加来　耕三

中鉢　信一

日本語倶楽部
産経新聞文化部

田辺　鶴瑛
宮坂　信之
全40巻

　5月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。

●5月26日㈫　水道料
●6月 1 日㈪　固定資産税
（1期）、介護保険料、下
水道料・簡易水道料、住
宅使用料、保育料など。

■問合先　税務出納課へ

　
左
の
表
は
、
４
月
20
日

現
在
の
求
人
内
容
で
す
。

無
効
に
な
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
長
井
（
電
話
84

│
８
６
０
９
）
へ

事 業 所 名 職 種 勤 務 時 間求人数

㈱ 山 芳 工 務 店

小 国 開 発 ㈱

ハ イ コ ー ㈱

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

遠 藤 建 設 ㈱

㈱ キ ュ ア ド リ ー ム

伊 藤 建 築

㈲ 花 の ひ ら の

㈱ 横 川 建 設

特別養護老人ホーム さいわい荘

大 河 内 産 業 ㈲

安 部 工 業 ㈱

㈲ 東 部 開 発

小 国 町 森 林 組 合

㈲白い森よこね物産品直売所

山形県教育庁 スポーツ保健課

東北森林管理局 置賜森林管理署

㈱太陽警備保障 長井営業所

白 洋 社 産 業 ㈱

電気メンテナンスほか

技術員

電気工事（見習い可）

レジ係

営業

土木施工管理技士

介護職員

建築大工・見習可

生花販売・配達（店長候補）

土木施工管理技士（見習い可）ほか

看護師

ダンプ・重機運転士ほか

型枠大工ほか

農作業全般・他

林産業務ほか

販売他

臨時安全巡視員

作業員

警備

運転手（大型）

15人

2人

2人

1人

1人

1人

2人

1人

1人

4人

1人

7人

10人

3人

2人

3人

11人

1人

5人

2人

6:00～15:00ほか

8:00～17:00

8:00～17:00

8:45～18:00

9:00～18:00

8:00～17:00

6:30～15:30ほか

8:00～18:00

8:00～17:00ほか

8:00～17:00

8:30～17:30ほか

8:00～17:00

8:00～17:00

8:00～17:00

7:30～17:00

9:00～18:00間5時間程度

7:15～8:45ほか

8:00～16:45

8:00～17:00

8:00～17:00
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● 小 国 町 役 場 362－2111㈹ 562－5464
● 行 政 管 理 室 362－2112　● 政 策 企 画 室 362－2264　● 住民窓口担当・町民生活担当 362－2260
● 国保医療担当 362－2261　● 税 政 管 理 室 362－2403　● 出 　 納 　 室 362－2406
● 農 林 振 興 室 362－2408　● 商 工 観 光 室 362－2416　● 建設管理室・上下水道室 362－2431
● 建 設 技 術 室 362－2432　● 議 会 事 務 局 362－2448

～移動採血車による献血へ、ご協力をお願いします～

■相談内容　
思春期の健康管理、妊娠・避妊、不妊、婦

人科疾患・更年期障がいなど

■日　時　毎週火曜日　13:00～（要予約）
■場　所　置賜保健所（米沢市）
■問合先　置賜保健所（℡0238-22-3205）へ

　胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、結核検診、前

立腺がん検診、肝炎ウイルス検診、生活機能評価、特定健

康診査を同日に実施します。問診票は、申し込みに基づいて、

検診日の約３週間前までに個人通知します。

●特定健康診査には、受診券と保険証を持参
してください。加入している医療保険者（健
康保険組合、協会管掌健康保険、国民健康
保険など）から案内があります。

●後期高齢者医療対象者は、生活習慣病で治
療していない方が対象になります。当日、
保険証を持参してください。

　すでにいただいている申し込みに基づいて、

希望者全員に受診案内を送付します。案内

にしたがって、ご自身の都合に合わせて日

程を選び、電話で健康福祉課まで申し込ん

でください。

※詳しいことは、健康福祉課へ

5月20日㈬

5月13日㈬

9：30～16：00

ポリオ予防接種

コバレントマテリアル㈱ 社寮前予定

6月22日㈪
9：30～12：00 ㈱高橋工務店 事務所前駐車場

14：00～16：00

13：00～13：30 H20年5月～12月

5月27日㈬ 2歳児歯科健診 13：00～13：15 H18年9月、10月、11月

5月29日㈮ 4ヵ月児健診 13：10～13：20 H21年1月

1歳児健診 13：00～13：10 H20年5月

アスモ 駐車場

期 日 時 間 事 業 所 会 場

■問合先　健康福祉課へ

健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳

期 日 内 容 時 間 対象のお子さん（生まれた月） 場 所

6月

6月

7月

7月

7月

7月

8月

8月

8月

8月

9月

9月

9月

10月

10月

10月

11月

15日㈪

17日㈬

17日㈮

21日㈫

22日㈬

29日㈬

10日㈪

18日㈫

27日㈭

28日㈮

2日㈬

14日㈪

30日㈬

5日㈪

19日㈪

29日㈭

2日㈪

7：45～9：30

7：10～9：30

7：45～9：30

7：10～9：30

7：10～9：30

7：45～9：30

7：45～9：30

7：45～9：30

7：10～9：30

7：10～9：30

7：10～9：30

7：45～9：30

7：45～9：30

7：45～9：30

7：45～9：30

7：45～9：30

7：10～9：30

叶水基幹集落センター

健康管理センター

足中克雪管理センター

健康管理センター

健康管理センター

白沼小中学校

伊佐領小学校

沖庭小学校

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

玉川高齢者コミュニティセンター

小玉川小学校

宮の森会館

五味沢活性化センター

越中里活性化センター

健康管理センター

河原角、新股、上叶水、下叶水、上大石沢、下大石沢

松岡、黒沢、種沢、大滝、町原、増岡5～9

足野水、市野沢、百子沢、足水中里、樽口、滝倉

駅前一・二、地蔵町、緑町一・二、小国町一・二

田沢頭、西、東原、栄町一・二

沼沢一・二、白子沢、間瀬、明沢、桜沢

伊佐領、綱木箱口

舟渡、尻無沢、今市、栃倉、小渡、館、若山、古田、金目

幸町一・二、岩井沢一・二

坂町一・二・三・五、県職員AP、兵庫館一

北、旭町、本町一・二・三

玉川、玉川新田、片貝、中田山崎、玉川中里

小玉川、長者原、泉岡

増岡隣組1～4組、大宮、宮ノ台

三ヶ字、五味沢、石滝

越長、六ヶ字

兵庫館二、平林、上岩井沢、あけぼの、若竹寮、小芦

月 日 時 間 会 場 対 象 駐 在 地 区
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結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。

誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

人口のうごき

小国小坂町 貝 沼 直 哉
な お や 俊 明

佳世子

兵 庫 舘 平 田 暖 真
は る ま 誠

弘 美

小国小坂町 加　藤　すみれ
信

愛

岩 井 沢 横 山 敦 紀
あ つ き 真 也

真由美

緑 町 小　野　清次郎（71）
兵 庫 舘 齋 藤 す き（83）
緑 町 佐 藤 定 一（89）
田 沢 頭 伊　藤　清太郎（82）
種 沢 伊 藤 シ ン（84）
叶 水 井 上 洋 一（51）
石 滝 渡 部 健 吉（78）

増 岡 　今　　春　香
は る か 勇 輝

圭 菜

兵 庫 舘 土 屋 真 世
天 童 市 本　間　あゆみ
長 井 市 四　釜　　貢　
焼 山 渡 部 絵 美
緑 町 　堺　　和　幸
鹿 児 島 県 大 山 千 春
大 石 沢 川　�　　翔　
埼 玉 県 川 鍋 真 紀

人 口

世帯数

男 …

女 …

計 …

4,505人

4,747人

9,252人

3,229世帯

（－32）

（－40）

（－72）

（－35）

平成21年3月31日現在
　
今
月
号
か
ら
「
広

報
お
ぐ
に
」
を
担
当

し
ま
す
加
藤
豪
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
春
夏

秋
冬
、
広
い
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内
を
走
り
回

り
ま
す
。
地
域
や
職
場
の
話

題
な
ど
、
取
材
に
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

（
加
藤
）

　高齢化率 33％（65 歳以上の人口割合）の小国町

において介護予防の重要性は、ますます大きくな

っています。「住み慣れた地域で元気に長生き」を

めざして介護予防に関する一口メモを数回にわけ

てご紹介いたします。

３月号で誤りがありました。
２ページ：白い森住宅工房（中原久平代表）
は、（川上昭男代表）の誤りでした。お詫
びして訂正いたします。

～お詫びと訂正～

　認知症は脳の神経細胞ネットワークがなんらかの
原因で壊れてしまうことでおこります。年をとるこ
とが最も大きな要因です。しかし、認知症の約2割
を占める脳血管性認知症の予防には高血圧、高脂
血症、肥満などの対策がとても有効です。また半
数以上を占めるアルツハイマー病も運動などの生活
習慣病対策が発症を遅らせることが示されています。
　脳を使わないことは認知症の加速因子です。仲
間と一緒に楽しく過ごすこと、昔の遊びや仕事など
を語る回想法、音読や計算などの学習、音楽や絵
画などの趣味活動を通じ役割や意欲を持ち続けるこ
とが大切です。
　認知症が心配になったときは早期の受診、診断、
治療が大切です。
　まずはかかりつけの医師に相談し、精神科や神経
内科などの専門医を受診することが大切です。

認知症のはなし

1一口メモ一口メモ介護予防介護予防

〈記憶の壷〉

イラスト出典：キャラバンメイト養成テキスト


